
物  質  名 ベンゾ[g,h,i]ペリレン ＤＢ－58 
別  名 ベンゾペリレン 
CAS 番号 191-24-2 
PRTR 番号 ― 

化審法番号 ― 

構 造 式 

 
分子式 C22H12 分子量 276.34 
沸点 550℃ 1) 融点 277℃ 2) 
蒸気圧 1.0×10-10 mmHg（25℃）3) 換算係数 1 ppm = 11.30 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 6.63（実測値）4) 水溶性 0.00026 mg/L（25℃）1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 － － － －  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・本物質の NOAEL 等の情報は得られなかったが、US Total Petroleum Hydrocarbon Criteria 
Working Group がピレン（C16H10）の RfD 0.03 mg/kg/day 5) を C17～C35 多環芳香族炭化水素の

RfD の代用として提案したことに基づき、オランダが 0.03 mg/kg/day を本物質の TDI に設定

している 6) 。なお、多環芳香族炭化水素類では炭素数が増えるほど毒性が低くなると推定さ

れており、炭素数 16 のピレンの RfD を本物質の TDI の代用とすることは、安全側の設定と

なっている 6) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・母ラットに本物質及び他の複数種類の多環芳香族炭化水素を含むオイルシェール（暴露濃度

不明）を妊娠 6 日目から 15 日目まで吸入させて、妊娠 20 日目に開腹し、胎仔を調べた結果、

暴露に関連した胎仔の奇形はみられなかった 7) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・エーロゾルの吸入や皮膚への暴露によって体内に吸収される可能性がある 8) 。 
・製鉄所の男性労働者のうち、本物質を含む多環芳香族炭化水素類の高濃度暴露群であるコー

クス炉作業者 199 人と低濃度暴露群の冷間圧延作業者 76 人の体液性免疫を比較した結果、高

濃度暴露群は低濃度暴露群よりも IgG 濃度及び IgA 濃度が有意に低く、IgM 濃度も低い傾向

がみられたが、IgE 濃度は高い傾向にあった。高濃度暴露群は、二酸化硫黄、一酸化炭素の

高濃度暴露も受けており、これが調査結果に影響した可能性が示唆された。なお、高濃度及

び低濃度暴露群で、勤続年数（平均 15 年間）、年齢、喫煙習慣は類似していた 9) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：3 10) 

実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARC の評価では 3（ヒト対

する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  



 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露及び吸入暴露の暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
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